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評価 説明

1 学校の重点目標が明確である。（保1） A

2 児童は、学校生活が楽しいと感じている。（保10） B

3
教職員は、協力して教育活動に取り組んでいる。
（教運営③）

A

4 清掃が行き届き、学校がきれいである。（保15） A

5
学校の施設・設備は安全に管理されている。（保
16）

A

6
教師は、児童が興味関心のもてる授業、わかりや
すい授業を実施している。（保11）

C

7
児童は、落ち着いて学習に取り組んでいる。（保
13）

B

8
児童は、基礎的基本的な学力を身につけている。
（教学力①）

A

9 児童は、家庭学習の習慣を身につけている。（管） C

10
児童は、英語活動をとおして積極的にコミュニケー
ションを図ろうとしている。（管）

B

11 児童は、進んであいさつをしている。（教心②） C

12 児童は、場に応じた言葉遣いができている。（管） B

13 児童は、時間を守って生活している。（保12）

14 児童は、きまりを守って生活している。（保12）

15
教師は、自ら手本となり、規範意識を高めている。
（保9）

B

16 学校は、児童の体力を高めている。（教体力①） B

17
児童は、体育や外遊びに意欲的に取り組んでい
る。（教体力②）

A

18 児童は、健康を意識した生活をしている。（管） B

19
学校は、教育活動に関する様々な情報を積極的
に提供している。（保3）

A

20
学校は、保護者や地域と連携・協力し、教育活動
を行っている。（保4）

A

地
域
と
の
連
携

・保護者の評価は高い。
・欠席連絡フォームの実施。
・学校運営協議会、SSVC、他ボラン
ティアの方々の強力な支援が様々
な教育活動を支えている。感謝しか
ない。

・地域との連携については、教育活動が
様々な人々の手で支えられていることを
実感した。支援を通じて地域のパート
ナーシップが育つことを期待する。
・学校への支援者は多くの住民・保護者
の学校愛があればこそである。

規
律
あ
る
態
度

・あいさつの評価は低く、例年の課
題であるが、校長による講話朝会で
は毎回のように「あいさつ」に関する
話を取り入れた。児童の具体的な姿
を褒めたり、あいさつをされた人の
気持ちをI’sメッセージにして伝えた
りしてきた。大人が手本となることや
家庭との連携も今後も強めていきた
い。
・時間やきまりを守って生活するは
安心・安全に通える学校に直結する
と考える。今後も粘り強く指導にあ
たる。また、教職員の資質に関する
ご意見を保護者から多くいただい
た。教師自らが模範となるような態
度・言葉遣いとなるよう全教職員で

・学校を訪問すると子供たちのほうから積
極的にあいさつをしてくれる。
・あいさつの評価は子供と学校で接する
機会が多くなったせいか、あまり悲観す
べき状態ではないと感じる。時間厳守や
きまりを守る点については先生方のご指
導の様子を拝見して今後に期待した。
・地域の大人があいさつしやすい環境を
作ることも大切である。
・あいさつの基本は家庭教育にあると考
える。自分自身も家族とのあいさつ、近隣
でのあいさつ等手本となるよう進めてい
きたい。

B

健
康
・
体
力

・新体力テストの結果などから
体力に関する課題を教職員間
で共有し、体力向上に向けて体
育の授業の充実・体育朝会の
改善などに努めていく。また、こ
こで学んだことが日常に結びつ
いていく取組としていきたい。

・体力の向上は毎日の取組でこそ図られ
る。自身の健康・体力は児童期こそが大
事であると痛感する。・あいさつの基本は
家庭教育にあると考える。・いつ訪問して
も子供たちは元気に遊んでいる姿が見ら
れ、頼もしい。・朝、出欠をとる時自分の
健康状態を報告できる習慣は素晴らし
い。・体力向上に向けた学校としての取
組など健康志向への方針をうかがえる。

学
校
運
営
全
般

・保護者、教職員共に評価が高い
領域である。
・「学校生活が楽しい」の項目は教
職員と保護者で少し差がある。教
職員は９０％以上の評価出してい
るが、保護者は８９％にとどまって
いる。保護者の回答数は最も多
かった項目である。関心の高さが
うかがえる。子供たちの学校での
様子が保護者には見えにくい部分
もある。より安心して通えていると
実感してもらえるよう課題と捉えて
いる所の改善に努めていく。
・清掃は高く評価されている。
・施設管理も高く評価されている。

・教職員が校長の経営方針をよく理解し
て協力して教育活動に取り組んでいる。
・校内はから花壇に至るところまで整備
が行き届いている。
・教職員の心が学校全体の整った雰囲気
に顕れている。
・児童は楽しむ時と真面目に取り組むと
きとメリハリのある行動がとれている。
・授業支援、個別支援をしている様子を
みて、多様な子供たちに対して多くの先
生方が熱心に協力して教育されているこ
とがよくわかる。
・施設、設備の管理及びメンテナンスは
適正に行われていて非常にきれいだが、
バックヤードについても適正な管理が望
まれる。　　　　　　　　　　　　　・学校運営
の進行管理の点、PDCAサイクルの中で
点検して次の行動につなげるという改善
のところが見えてこない。

学
習

・「わかりやすい授業」に関して
保護者評価７９％、教職員評価
８７％と共にきびしい評価となっ
ている。児童の実態把握及び手
立ての工夫、指導力向上のた
めの研修等を充実させ、教員も
児童も共に「授業が楽しい」と実
感できるよう努めていく。
・家庭学習の出し方、提出の仕
方の改善も考えていく。タブレッ
トの持ち帰りを増やすなど家庭
学習への取り組ませ方を多様に
していくことも必要と考え取り組
んでいきたい。

・わかる授業は楽しい授業である。楽しい
授業＝わかる授業ではない。そのために
は教師の授業研究と実践研究を重ねるし
かない。熱心な先生が在籍しているのだ
から互いに研鑽を積んでほしい。・子供た
ちは意欲的に授業に参加しているのが印
象的である。・教職員の真摯な姿勢が子
供たちにも伝わり学びに取り組んでい
る。・わかりやすい授業については１年生
からの積み重ねであると思うので難しい
と感じた。次から次へと進む学習に理解
が追いつかないl気がする。しかし小学校
の内に全てが身につくよう先生方の指導
に期待したい。・学校での学習と共に家
庭での学習への取組は大事であると考
える。保護者においても子供をやる気に
させる姿勢が必要と考える。

領
域
番
号

評価項目
自己評価 学校関係者評価委員から

評価（文章表記）

自己評価は、保護者アンケート（保）を中心に、A+Bを評価として示す。また、アンケートが対応しない項目は、
教職員評価（教）や管理職の評価（管）による。
　Ａ：よくできている。　　（90%以上）　　Ｂ：概ねできている。　　（85%以上）
　Ｃ：あまりできていない。（70%以上）　　Ｄ：できていない。　　　（70%未満）
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学校が行った自己評価の結果及びそれを踏まえた今後の改善方策について評価する。


